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第 37 回公民館まつり

　3 月 4 日（日）北公民館で、公民館まつり「発表の部」

を開催しました。

　ステージでは、日ごろ活動しているみなさんの練習

の成果が披露され、観客を楽しませていました。
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教育長との卒園お茶会（吉田幼稚園）

　3 月 7 日（水）東公民館で、今年度卒園を迎える園児を対象に、日本伝統文化への関心を高めてもら

い、相手を思いやる心やもてなしの心を育むことをねらいとして、教育長との卒園お茶会を開催し

ました。

　園児たちは、正座の仕方や茶道の作法・所作を学んだあと、自ら茶筅で点てた抹茶を味わい、「お

いしい！」と、とびっきりの笑顔を見せていました。
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第 9回ランチタイムコンサート

　2 月 26 日（月）ウェルス幸手 1 階ロビーで、第 9 回ラ

ンチタイムコンサートを開催しました。

　音楽グループ「プリマベーラ」によるマンドリン・フ

ルート・ギターの演奏で、お昼のひとときを彩りました。
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児童・生徒の体力向上をめざして

宝くじ助成金で消防団の防火衣を整備

　財団法人自治総合センターの宝くじの助成金を活用

して、地域防災のリーダーである消防団員の装備の拡

充を図るため、防火衣を整備しました。

　この防火衣は各分団に配備され、火災現場において消

防団員の安全を確保し、活動能率の向上に役立ちます。

福祉避難所の設置運営に関する協定を締結

　3月 12 日（月）市役所で、市と社会福祉法人平野の里、

市と社会福祉法人和幸会との間で、「災害時における福

祉避難所の設置運営に関する協定書」の調印式を行いま

した。

　今後、災害時に特段の配慮が必要となる高齢者や障

がい者などが避難する福祉避難所が、市内 7 か所に拡

充されます。

指導課　　　　　　

　市教育委員会では、児童・生徒の体力の向

上のために、さまざまな事業を行っています。

平成 29 年度は、日々の体育授業の充実を目

指した研究と、児童・生徒の生活習慣の改善

に向けた啓発活動に力を入れてきました。

　また、平成

29年11 月 10 日

には、権現堂

川小学校にお

いて、体力向

上推進校の研

究発表が盛大

に開催されました。『自ら学び、考え、表現

できる児童の育成～学びあい、支えあう授業

づくりを通して～』という研究主題の実現に

向けて、児童がいきいきと学習に取り組む姿

が見られました。

　また、第 53 回となる伝統ある『ロードレー

ス大会』を平成 29 年 10 月に開催しました。

今年度から、児童生徒の競技力向上のため、

小・中学校別での開催となりました。17 日

に中学校の部、26 日に小学校の部を開催し、

どちらの大会

も日頃の練習

の成果が存分

に発揮された、

素晴らしい大

会となりまし

た。


